
1 班    

“伝”  

 

 

 

 

 

 

 

市民

議会 

行政 

市民活動、文化・レクリエー

ション活動が活発 自分の納めた市民税

の使い方について無

関心な人がいる 

無関心な態度 
そんなの関係ねー

地域社会に対して

共助の気持ちが不

足（助け合い） 市民も自分だけのことを

考えるのではなく市全体

のことを考えるべき 

市民を軽視している（市

民の無監視を誘発？） 
市民の声が行政に

届いていない場合

が多い 

情報を知らせる場合は市民に分か

りやすいように工夫する（特に財

政情報） 

市内の組織にはもう

少し横の関係を重視

するべきではないか

市民への情報伝達

で努力している 
ビデオ放映は

とても良い 

議員が職員にコントロールされてい

て、単なる“反発”しかしていない様

に見える 

若手議員が多くなっ

てしがらみが少なく

なったのはよい 

議員は市全体の議員であ

ることを考えてほしい 

議会は市民税の使い

方をもっと市民に考

え方を説明すべき 

傍聴しても分かるよう

に（予算・決算委）－資

料が分かりにくい 

議会の情報を市民

にも分かりやすく

知らせてもいい 

議会活動の

報告が不足 

市民の声を聴く（広聴）

姿勢がでてきている 

バリアフリーマッ

プ作成のように障

害者・高齢者支援

がされつつある 市民団体と市との関

係は良くなっている

市民活動団体を支援す

る気運が育っている 
議員が専門分野を

持って行政職員と

やりあっている場

面が少ない 

条例を本当につくるため

の努力をしているのか？

（形だけの条例？） 

議員立法できる議

員集団がいない 

議員に行政は情報を

渡さないのでは？ 
行政の担当者はきまりに

縛られすぎ－市民の気持

ちがわかっていない 

反対意見があまりない 
（全会一致が多い） 

伝達の問題点 

広報活動 

市
民
の
関
心
度 

予算の使い方を

説明してくれて

いる 

情報伝達 

立 場 

議員の努力・ 
能力 

行政が市民の目的を制限する

場面がある（若者の駅頭パフ

ォーマンスなど） 

今までよりは良くなっ

ている－特に企画課が

良い対応をしている 

行政が市民の活動をもっと応

援してほしい（後援などお金

のかからないこと） 

市民活動（NPO 等）の

組織的支援が不十分 
行政の活動 



2 班    

“削”  

 

 

 

 

 

 

 

市民

議会

行政

議会と行政に対

する権力をもつ 

市民（住民）の成熟

度を高めよ 
市民に我が町と

いう意識が低い 

全国一暮らし易い都

市との自覚をする 多くの勉強をすること 
見聞を広める 
行財政の勉強をする 

市財政は自分の金で

あることを自覚する 

市民の代表である

意識を強くもつ 

大地震対策に

取り組む 

負担をする（図書館

でも利用料を払う）

仕事に対してあきら

めない体制づくり 

伝え方を上手に

する（演説など） 

市民の有り方に問題 
地域から選出する議員の

仕事・人間性を見ていない

議員の人数を

半分にする 

議長は議会のトップで

あれ、名誉職ではない 

議員よ住民にいい顔す

るな、市をつぶす気か 

地域コミュニティへの参

加を皮切りにまちづくり

に積極的に参加する 自分の地域だけでも多

く集め集会をするべき 

議員に越谷市を将来

どうしたいかのビジ

ョンが少ない 

お金の使い方を知らせ

よ（政務調査費） 

長期計画を立てて

借金を返す 

市民に向けて努力して

いる部（課）もある 

計画の策定など

で幅広い市民参

加を得る 

一党一派にとらわれ

なず、しきたりにと

らわれない長期的視

点で活動する 会派で競うな、現

実を知らせて堅実

な運営をする 

積極的な情報公開・分

かりやすい情報公開

に工夫・努力が必要 
子どもや高齢者に

も分かりやすい説

明をする 

役職を減らし市民

窓口を増やす 

健全な財政

を維持する 

地区センターの運営に

住民（民間人）を加える 

議員は政策

重視で選ぶ 

市職員はそれぞれの地

域で 1 日活動する（市民

の目線で活動する） 

人材の適材適所

に努める 

専門職（エキスパー

ト）の育成－行政の

プロになる 



3 班    

“信”  

 

 

 

 

 

 

 

市民

議会 

行政 

市民からの意見

を出すべき 

市民の側から行政に

対する発言は少ない
無関心＝投票率

が低い 

権利ばかり主張

してはいないか 
まちづくりはみんなでや

るものだが、市民の参加が

少ないと思う 

市民団体が連携する

ようになった（市民活

動をつなげる会等） 

地域コミュニティ

ーづくりが一部で

行われているか 

ホームレスに対して援

助はないのか？ 
同じ人間としてどう考

えているのか？ 

ホームレスの方たち

も市民である 
排除していないか 

行政は地域の具体的問題

にどこまで関心を持って

いるか（下水問題等） 

市民が市議会に

関心が薄い 

特に市議会だよ

りに注目 

議員はどこまでPRしてい

るのか分からない 

市議会議員の意見は分

からないが選挙になる

と宣伝するが考えてい

ることは一時的である 
議会の様子がインターネ

ットで見られるが、聴覚障

害者に対して手話通訳も

入れてほしい 

議会報告の方法が多く

なった (個人 )－会報･

HP･ブログ報告会等 

市民要望に応えるため

超党派で取り組むよう

になった（北部地域バス

路線研究会等） 

4 月の選挙で新メンバー

も増え活性化した（平均

年齢が 10 歳下がった）

自治基本条例について

の議論を代表者会議で

行っている 
インターネット等

で多くの人が見ら

れる（情報発信） 

直接市長と市民との話

し合いをするべき（障害

者の実態を見てほしい）

財政難は大変です

が、より市民ニー

ズを考えた施策を

市役所前の通りにゴミ

がありカラスが 5～10
羽つついていた 

職員の自立度が高

まっていると聞く

広報こしがやが以前

と比べて内容は良く

なっていると思う 

財政難は大変という具体的な理

由とどの位足りないかをはっき

り表現してほしい 

おおむねインフラは

整ってきている 

マイノリティを軽く

考えてはいないか 

道路づくりは一貫性の

ある行政がほしい 

市議会が何をやってい

るのか良く分からない 



4 班    

“連”  

 

 

 

 

市民

議会

行政

自治会活動に積極的に

取り組んでおりこれを

もっと進めてほしい 

住民同士の連携がも

っと強化されるべき

行政からの回答

が分かりにくい 

町会・自治会活動、地域の

清掃など協力体制が良い 

旧住民、新住民、中間住民との一体感に

やや難がある 
旧住民－越谷で生まれ育った世代 
新住民－最近越谷市民となった世代 
中間住民－越谷で育った世代

公共の場では他人

のことも考えて行

動するべき 

「プライバシー保護法」に

縛られて防災などの対策

が十分に機能しない 

行政への苦言を言う

だけで義務を怠る 

近くの公園など、自分

の周囲の清掃は、自分

たちでやるべきだ 

問題が「ない」ので

はなく「見えない」

広報のあり方（方

法）を再考する 
支持者以外に活動のPRが

届きにくい 

女性議員の登用が少な

い（何が原因？） 
少数派の主張

を丁寧に聞く 

議会の内容情報が

市議会だよりだけ

では不十分 

議員は条例について、も

っと身近に関心をもっ

てもらう様、より努めて

ほしい（説明会の開催）
予算の弾力的活

用を考慮するべ

きではないか 

職員の窓口対応

が良い 
市民力をもっと

利用してほしい

（協働を形に） 

市民の行政に関す

る協力が少ない 

市民と市長の関がもっと

緊密であってほしい（市長

と市民との直接対話） 

教員の雑務

が多すぎる 

今までの制度や方法をその

まま行うのではなく、今の時

代に合うように見直すべき 

職員間の情報

の共有化 

市長の顔が見えにく

い（表情が暗い） 

専門知識を持った、一般

職員であってほしい 

派閥の枠に縛られて

市民の要望が制約さ

れがち 


